
11月16日，星谷運動公園において

第� 6回みかん祭りが開催されました。

約1，400人の参加者は，大統領選出，

みかんかたぎや早喰い競争，重量あ

てクイズなどのゲームや特産品のバ

ザーを楽しみました。
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107.427千円� (2.1%)

132.587千円� (2.6%)
自動車取得税交付金� 

34，023干円� (0.7%)

手数料� 5，637千円� (0.1%)

財産収入� 3，878千円� (0.1%)

寄附金� 5，795千円� (0.1% ) 

100.433千円� (2.0%) 

63，140千円� (1.3%)

諸収入交通安全対策交付金� 

1，050千円� (0.0%)

地方議与税

制，058千円� (1.7%) 

分担金及び負担金� 

141，727千円� (2.8%)
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自主財源�  

1，054，847千円� (21.0%)
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歳
入
決
算
の
状
況 

言十、〉

JI

昔;

7年度� 8 年 度

決算額 増 減 率決 算 額

458、668 194.223 7.8%地 方 税� 

I也 方� 3妥 与 税� 81.859 84.058 2.7% 

-43.0%ヰIJ 子害IJ 交 付 金� 17町� 706 10.084 

自動 車 取 得 税 交 付税�  33.449 34.023 1.7% 

{寸マポ入也I 方 税� 1.909.422 1.977.502 3.6% 

交通安全対策特別交付金� 1.111 - 5.5%1.050 

分担 金 ・ 負 担 金� 127.224 141 .727 11.4% 
使 用 料� 55.387 63.140 14.0% 

手 数 ' 5.516 5.637 2.2%.f4 
361 .552 325.988 9.8%国 庫 支 出 金� 

県 支 出 金� 707、420 938.034 326% 

3.878 74.3%入� )( 産目オ 15‘090 

寄� m 金� 5.000 5.795 15.9% 

全法 入 金� 102.625 l32.587 29.2% 

幸治 越 金� - 1.0%107.427108‘519 

- 1.7%~ )( 入� 102.145 100.433 

t也 方� -21.2%755.387 594.907 

歳 人 正口 4.848.080 5‘020.493 3.6% 

地方交付税� 

1，977，502千円� (39.4%)

平成� 8年度依存財源�  

3，965，646千円� (79.0% )

普通会計決算の概要

歳入� 5，020，493千円� 
(7年度� 4，848，080干円)

歳出� 4，845，735千円� 
(7年度� 4，738，318干円)

決算規模を前年度と比較すると歳

入が172，413干円� 3.6%，歳出力'107，� 

417干円� 2.3%とそれぞれ増加して

単位千円

歳 入

利子劉交付金� 

10，084千円� (0.2%) 

います。この増加率を平成� 8年度の

地方財政計画の伸び率3.4%と比べて

みますと，歳入は0.2ポイント上回り，

歳出では1.1ポイント下回っています。
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歳 出
平成元年度平成2年度平成3年度平成4年度平成5年度平成6年度平成7年度平成B年度
戸、¥ 

議会費 82，287千円� 

(1.7%) 

災害復旧費� 

127，468千円� (2.6%)
総務費� 397，379千円� 

(8.2%) 

労働諸費� 

72，800千円� 

(1.5%) 

284，484千円� (5.9%) 

903千円� (0.0%)
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議 乙Z入ミ 賀'
 82.004 82.287 0.3% 

sε 	 務� 'flt 396.736 397‘379 0.2% 

民 生 資� 765、715 810.880 5.9% 
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農林水産業費
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公 債� 2空� 692町� 872 680.655 - 1.8% 

歳 入 合 計 �  1.738.318 4.815.735 2.3% 
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平成8年度高齢者生きがい

発揮促進事業で完成した石

原農村公園で開催されたゲ

ー トボ ル大会
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-演題
ィパルがつぎのとおり開催されます。

十
月
二
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四
日
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者
の
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図
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こ
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会
の
役
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事
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な
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の
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
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今
回
の
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に
心
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お
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び
申
し
上
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。 
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就が を卜長�  ¥ ￥ ゴ ノ 任浦 吉
任勝得七の ¥ 両 国iIlIn' I 只 優良賞受賞

12月9日「障害者の日J2/12----14
¥J 

鵬、ゐ也ちあh ステdパル摘{1J1 
障害者基本法では，� 12月� 9日を障


害者の日と定めており，障害者福祉
-講演会� 14日(日)
 

についての県民の関心と理解を深め
13時~ 1 5時(開場 12時30分)


るとともに，障害者の社会参加を促 -演題 「アトランタパラリンヒ.ックに参加して」


進するため，ぽいんせちあフェステ 講師� 高垣治氏藤本聡氏

A
F
1

「視力6の見た日本」 清
水
さ
ん
は
、
中
央
福
祉
地
区
で
行
わ
れ
た

健
康
コ
ン
ク
ー
ル
で

一
位
と
な
り
、
代
表
と
し

て
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
た
も
の
で
す
。

九
十
八
歳
と
い
う
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

お
元
気
で
毎
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
こ
の
表
彰
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
共
、
健
や
か
で
長
生
き

さ
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

バリアフリー比較論

講師 オスマン-サンコン氏(タレン卜)� 
日時 平成� 9年12月12日----14日
場所 徳島県立21世紀館・近代美術館

(徳島県文化の森総合公園内)

事務局 とくしまノーマライゼーション

促進協会 ( fi0886~24-2882)

-名画鑑賞会� 13日比)
全編 ・感動のファミリーアニメーション

「機関車先生」原作伊集院静(字幕付)

・戦後間もない瀬戸内海の小島。口をきくことの

できない臨時教師と.島の人たちとのひと夏のふ

れあい。

回
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扇面哩i勝浦町芸術祭
「 作品募集�  

1月10日∞........11日(日開催� 

12月フ日(日� 
12時45分~15時

勝浦町農村環境

改善センター

き

ところ

と� 

a作品の展示風景

国
肉


人
権
コ
ン
吠 

卜

&
女
性
会
人
権
劇

白

l .--¥

⑧⑧⑨⑨  


付2
場

くお 叶 ゃなや
呆こっ非チだり育談 {

女キ目
・p"三臥山

※詳しくは，勝浦町教育委員会へ

お問い合わせください。� 

毎
年
恒
例
の
芸
術
祭
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

堀内佳プロフィール

昭和36年(1961)10月18日高知県中村市に生まれる。� 1織のとき 網膜こ

う腫(自のガンと呼ばれる病気)により，両国眼球を滴出する手術を受け.

盲目となる。� 

5歳のとき.親元を離れ高知市の県立盲学校に入学。中学生のころより。

レコードなどからの音だけを頼りに独学でギターを弾き始め，中学2年生の

頃にはオリジナル聞も曜日IJIJ始めるようになる。

高絞 1年生の筒 盲学校の同級生達とフォークソンググループ“エメラルド.

を結成し。精力的に活動を始める。(現在はグループとしての活動は停止中)

盲学絞卒業後も 愛や夢，希望などにあふれるオリジナル血を中心に「生

命の大切さ前向きに生きるJ 事主主どもテーマに高知県内外を問わず.活

発にコンサート活動を続けている。

現在.土佐市の川田盤形外科病院にハリ師として.勤務のかたわらコンサ

ートにオリジナル自制作にと忙しい毎日を送っている。

平成2年(1990) 4月より始めたラジオ番組も 平成5年� (1993) 3月で f司、
惜しまれつつ終了したが守復活を望む声は後をたた広い。

平成4年� (1992) 4月には彼の伝えたいメッセージを 明るい邸調にのせ

た幽線け虹色丸"をC Dシングルとして発表.高知県下を中心にこの歓によ

せられる共感の輸は.確実に広がっている。

独身，現在花嫁募集中。� 

I代表幽]輝け虹色丸 徳弘のおじいちゃん 自分生活美しリバーマイ

いやじろべえ忽ど多数�  

Iその他]昭和62年� (]987) 7月27日奈良県で開催された.全国わたぼうし

音楽祭聞において.文部大臣契励賞を受賞。

と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
者
は

ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

-
日
時

平
成
十
年

一
月
二
日
幽 

e

ま
す
。
他
に
も
該
当
の
方
は
当
日
ご

ニ
卜
分
か
ら 

参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
参
加
に
あ

た

っ
て
、
あ
ま
り
華
美
に
な
ら
な
い

平成4年(1992)12月 6日 東京日比谷公会堂にて 「間違障害

者の10年」愚終年記念国民会議芸術祭に世界台国の障害者の方たち

と共演。すばらしい評価を受ける。

設
置な

お

5

、

員 号所い 置 相 き者ら い はも も
秘 。し 談 る の の ま 、の� 

育子て子ど幸。

び
他
の
中
学
校
卒
業
者
で
町
内
に
夜

住
し
て
い
る
方
(十
二
月
十
日
現
在
)

に
は
、
町
教
育
委
員
会
か
ら
ご
通
知
し

「

さ設てで護れて行ど 」

す
の
で
、
多
数
の
方
が
作
品
を
出
品
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
十
年
月
十
日

-
期
日 

ωか
ら

一
月
十

一
日
叩
ま
で

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

-
場
所

勝
浦
町
図
書
館

-
作
ロ
聞
の
種
別

写
真

・
書
道

・
油
絵

・
イ
ラ
ス
ト

・
水
墨
画

・

手
工
芸

・
生
花

・
俳
句

・
短
歌

・
川
柳

・
彫
刻

・

陶
芸

・
日
本
画

・
漫
画

・
そ
の
他
芸
術
作
品

・
作
品
の
搬
入

一
月
八
日
嗣

午
後

一
時
か
ら
五
時
ま
で

-
搬
入
先

階
。
小

・
中
学
校
は
図
書
館
二
階
。

一
般
の
方
は
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
三

成
人
式
の

ご
案
内

平
成
十
年
勝
浦
町
成
人
式
を
次
の

-
場
所

-
該
当
者

(受
付 
)午
前
九
時 

(式
典
)午
前
十
時
か
ら

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー 

(横
瀬
)

昭
和
五
十
二
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
五
十
三
年
四
月

一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方

平
成
四
年
勝
浦
中
学
校
卒
業
者
及

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ ?子i

堅
p!、F
[ま

巻士冨孟ヰ6週毎穴4干、力 J五� 

火町 た」どんを なめ 電やだ

K勝浦 ま電「 皆 悩 す 大い 塑""略君、し話チさみ 。きじ

く 曜甲警 のをもが 持 社、 琶みさ
守 邦う日 こ で 、の 、つ会登 ・

い*
江 主主 垂占き ご 次 な景子 閉 校 聞
d員L 利 のや軽ど 題拒 設� 

時� E 用 とみ に も と否

回

ま� 
す
。

勝
浦
町
教
育
委
員
会

宮
二 

-
一瓦

十

州
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4
開
会
式
で
は
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
に
対
し

表
彰
状
が
贈
う
れ
ま
し
た
。

: 園児と女性会の踊り「どっちがかわいいつ」

新
春
夢
く
ら
べ

川パ

ホ

た

弓

l

I
l
l
1
1
1
1

m 作

ロロ
ロ

M

-R

、-/

一
量
倉|
、
書
道
展

募

集

町
内
在
住
者

毛
筆
の
た
て
書
き

第
一
部
は
半
紙
、
第
二
部
は
条
幅
半
切
の

×
お
叩
)
作
品
の
左
に
、
学
生
は

一
人
各
部

一
点

4
体
力
だ
け
の
勝
負
で
な
い

コ
ー
ラ
の
い
っ
き
の
み

-
出
晶
料

一
点
に
つ
き
百
円

-
出
晶
締
切
り

平
成
九
年
十
二
月
十
六
日

ω

・
作
品
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先


勝
浦
町
役
場
企
画
開
発
課
内


新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展
係
(
宮
二
上
豆
.
-
)


・

表

彰	

特
別
賞
、
優
秀
賞
、
出
品
者
全
員


に
記
念
品


・
表
彰
式	

平
成
十
年
一
月
四
日
間
午
前
十
時


勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー


-
作
品
展
示

平
成
十
年

一
月
中
、
町
内
の
協


賛
会
場
に
巡
回
展
示
及
び
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り


会
期
に
同
会
場
展
示


-
主
催

新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展
実
行
委
員
会

-
課
題

第

一
部
(
規
定
)
書
体
(
小
か
な
情

書
、
中
行
書
、
高
大
一
般
向
由
)

小

一
は
し
、

小
二
ゆ
め
、
小
三
な
る
と
、

小

四
大
橋
、
小
五
交
流
、
小
六
開
通
、
中
一
世

界

一
、
中
二
夢
発
進
、
中
三
明
石
海
峡
、
高

大

一
般
架
橋
時
代

第
二
部
(
字
旬
、
書
体
と
も
自
由
)

新
春

・
夢
守
つ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

・
出
品
数

-
参
加
資
格

-
作
晶
形
式

森

野

祐

十

一
月

恒
例
の
町
民
体
育
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和

と
な

寸
た
秋
晴
れ
の
下
、

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
盛
大
に
催
さ
れ
、
町
民

約
千
五
百
人
が
様
々
な
競

技
に
参
加
、
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
、
楽
し
い

一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
面
で
活
躍
さ
れ
た
方
に

対
し
、
勝
浦
町
長
と
教
育

委
員
会
か
ら
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

元

木

陽

子

(

中

角

)

カ
ー
選
手
権
大
会
出
場


小

山

辰

吾

(

星

谷

)


第
二
十

一
回
全
日
本
少
年
サ


決
勝
大
会
出
場


穴

口

口

祐

子


ボ
ル
競
技
優
秀
選
手

山

平

和

也

(

横

瀬

)

第
四
十
七
回
全
国
高
校
駅
伝
競
争
大

会
出
場 

二

(
横
瀬
)

第
二
回
全
日
本
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ

y

カ
l

(横
瀬
)

平
成
九
年
度
徳
島
県
小
学
生
パ
レ
ー

4応援にも力が入る

地区の栄誉をかけた綱ひき

「後ろはひいとんかいなつ」 

(
侃

校
名

・
学
年
、
氏
名
、

一
般
は
地
域
名

・
氏

平
成
九
年
第
五
十
二
回
国
民
体
育
大

会
軟
式
野
球
成
年

一
部
壮
年
出
場

教
育
委
員
会
表
彰

第 
36 
固

~~~~ 

名
を
書
く
。

a中学生からお年寄りへの感謝の辞

「ぼくたちがあるのは，あなたがたのおかげです」

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
区
長
会

各
種
団
体
及
び
関
係
各
位
の
み
な
さ

J
O
C

ま
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
。

(
敬
称
略
)

女
勝
浦
町
長
表
彰

渡

磨

哉

(

中

山

)
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

4

企	 I也区対抗リレーはやはり大会の花形

ピ 
一
九
九
七
年
度

y

y

ク
カ 

プ
第
八
回
国
際
ジ
ュ

ニ
ア
ラ
イ

フ
ル
射
器
選
手
権
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
小
正
立

射
六
十
発
競
技
優
勝 

¥J 

固
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横
瀬

J
V
C
の

小
さ
な
工
|
ス

祐
子
さ
ん
(
横
瀬
)

呑


口


勝浦町青少年健全育成
碑

ドッジポール大会

，---.¥ 

〆戸旬、

* * * *
第準優 中 第 準 優 中 第準優 小 第準優 小 成
三 優 学 三優 学 三優 学 三 優 学 績
位勝勝 校 位 勝勝 校 位勝勝 校 位勝勝 校 は

女 男 五 三 次� 
B A C 子� B A C 子 生 坂 横 ・横横横 ・の
チチチ の チチチ の 小 小 小 六 小小小 四 と

部� II I部� Aチ� B年� AC B年 お
ムムム ムムム チ lチ の チチチ の り� 

lム� l音BI I I音Bで
ムムムムムす�  

一
回
戦
か
ら
好
試
合
の
連
続
で
、
決
勝

は
生
名
対
中
山
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

初
回
に
生
名
が

一
点
を
先
制
、
三
回
表

に
中
山
が
二
点
を
取
り
逆
転
、
そ
の
裏
に

生
名
が
二
点
を
あ
げ
、
再
逆
転
す
る
と
い

っ
た
展
開
と
な
り
、
接
戦
の
末
、
三
対
二

で
生
名
が
優
勝
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h

優

勝

準
優
勝

生
名
チ
ー
ム

中
山
チ
ー
ム

地
区
対
抗
軟
式
野
球
大
会
が
、

九
月
二
十
九
日
か
ら
勝
浦
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

優

勝

棚
野
A
チ
ー
ム

B
チ
ー
ム

Tli 
岡� l

地
区
対

平
成
九
年
度
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

l
ボ

徳
島
県
優
秀
選
手
に
選
出
，
・

平
成
九
年
度
徳
島
県
小
学
生
パ
レ

l
ル
連
盟
、
徳
島
県
パ
レ 

ボ
l

l
ル
協
会
が
選
出
す
る
優
秀
選
手
に

l

小
さ
な
エ 

優勝 生名� 

一
回
戦
か
ら
好
試
合
の
連
続
で
、

決
勝
は
棚
野 

対
坂
本 

と
の
対
戦

A

B

ス
と
し
て
県
下
で
も
注

目
さ
れ
た
横
瀬 
J
V
C
の
呑
口
祐
子

一一一一一-一一 

さ
ん

(
横
瀬
小
学
校
六
年
)
が
選
ば 

れ
ま
し
た
。

郡
内
三
人
目
の
快
挙
で
す
。

十

一
月
八
日
出
、
勝
浦
中
学
校
体
育
館
に

お
い
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し

て
小

・
中
学
校
児
童
、
生
徒
二
百
七
十
人
が

参
加
し
、
第
五
回
勝
浦
町
青
少
年
健
全
育
成

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
試
合
好
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
、
大
会
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

抗
でノ
フ
ト

ブー

ス

大
」竺』� 

~ 

と
な
り
、

優
勝
し
ま
し
た
。

二
対

一
で
棚
野 

が
勝
ち
、

A

準
優
勝

坂
本 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地
区
対
抗
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会
が

十
月
二
十
日
か
ら

二
十
六
日
ま
で
の

七
日
間
、
十
五
チ

ー
ム
が
参
加
し
、

勝
浦
町
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

試
合
方
式
は
、

ダ
ブ
ル
ス
三
試
合

で
二
勝
し
た
チ
ー

ム
の
勝
ち
と
い
う

も
の
で
す
。

優勝 棚野A

山
西
掛
谷

生

名

横

瀬
中
角
黒
岩

今棚
野

山

中

山
星

谷
棚久中坂今生星中墨坂久横山棚専
野国 本・ 谷 谷本国・西野 門� 
AA角� A黒名�  A山� BB B与掛 巳学

回

MUS04
テキストボックス
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横

森帯
岡宇
ま埜
す$
み
ーキー

、ーー

¥J  g
l

ん
の
作

岡
田
固
巴
白
白

田
園
器
具 

横瀬小学校 5年

新聞 有紗さんの作品 さ
ん
の
作
品

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
私
が
学
ん
だ
こ
と


横
瀬
小
学
校
三
年

岡

本

理

奈

「
人
聞
は
こ
の
世
の
中
で
そ
の
人
は

一
人
し
か
い
な

い
宇
宙
で
も

っ
と
も
尊
い
も
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
個
人
個
人
を
尊

重
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
の
に
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
て
い
辛
い
と
い
う
事

も
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

私
は
、
中
学
に
な

っ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
い
う
こ
と
に

興
味
を
持
ち
は
じ
め
ま
し
た
。

今
年
の
七
月
二
十
一二
、
二
十
四
日
に
、
徳
島
県
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
勉
強
会
が

聞
か
れ
た
の
で
、
友
達
と
い

っ
し
ょ
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
会
で
は
、
障
害
者
の
人
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
よ
う

す
の
映
画
を
見
た
り
、
点
字
の
書
き
方
の
勉
強
を
し
た

り
し
ま
し
た
が
、
点
字
は
実
際
行

っ
て
み
る
と
大
変
む
ず

か
し
い
も
の
で
し
た
。
最
近
で
は
日
常
生
活
で
使
う
日

用
品
に
も
目
の
不
自
由
な
人
た
ち
で
も
わ
か
る
よ
う
に

点
字
の
シ
ー
ル
が
つ
い
て
い
た
り
、
レ

ス
ト
ラ
ン
の
メ

ニ
ュ
ー
も
点
字
で
書
か
れ
て
い
た
り
と
い
う
よ
う
な
庖

が
増
え
て
い
る
と
い
う
事
を
知

っ
て
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。
実
際
に
障
害
者
の
人
も
自
分
た
ち
の
こ

と
を
考
え
て
く
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
と
て
も
う
れ

し
い
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
社
会
の
中
で
障

害
者
の
人
の
人
権
も
尊
重
さ
れ
て
い

っ
て
い
る
の
は
い

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
私
の
中
学
校
で
も
夏
休
み
に
入
る
ほ
ん

の
少
し
前
に
、
福
祉
部
会
の
先
生
か
ら
呼
ば
れ
て
「
こ

れ
を
見
て
」
と

一
枚
の
新
聞
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
は
ネ
パ

ー
ル
と
い
う
国
の
貧
し
い
人
々
の
記
事
が
の

っ
て
い
て
、
新
聞
の
内
容
は
私
た
ち
と
同
じ
年
く
ら
い

の
女
の
子
た
ち
が
家
が
貧
し
い
た
め
に
、
日
本
円
で
二

万
円
く
ら
い
で
人
身
売
買
さ
れ
て
売
春
を
さ
せ
ら
れ
て

家
に
も
ど

っ
て
く
る
時
に
は
エ
イ
ズ
に
か
か

っ
て
い
る

¥ーノ

と
い
う
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
そ
の
人
た
ち
の
た
め
に

「
募
金
活
動
し
て
み
ん
で
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
今
の

日
本
で
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
し
い
国
に 

ね
い
で

は
や
は
り
弱
い
立
場
の
人
の
人
権
、
が
最
初
に
犯
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
す
。
も
し
、
私
、
が
そ
の
国
で
育

っ
て
い
た

ら
そ
の
う
ち
の

一
人
に
私
も
な

っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
一

人
で
も
二
人
で
も
そ
の
人
た
ち
を
す
く

っ
て

あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

早
速
、
そ
の
日
の
放
課
後
各
ク
ラ
ス
の
福
祉
部
会
の

代
表
者
に
集
ま

っ
て
も
ら
い
、
そ
の
新
聞
を
印
刷
し
た
の

を
く
ば
り
、
募
金
を
呼
び
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
夏

休
み
ま
で
日
数
が
な
か

っ
た
も
の
の
私
と
友
達
で
休
み

時
間
ご
と
に
各
ク
ラ
ス
を
回

っ
て
い
く
と
た
く
さ
ん
の

子
が
自
分
の
お
こ
づ
か
い
の
中
か
ら
出
し
て
く
れ
、
先

生
も
協
力
し
て
く
れ
た
り
し
て
思

っ
て
い
た
よ
り
も
多

く
の
募
金
が
集
ま
り
す
ぐ
に
先
生
が
送

っ
て
く
れ
ま
し

た
。私

た
ち
は
、
何
げ
な
く
日
々
暮
ら
し
て
い
る
中
で
は
、


あ
ま
り
人
権
に
つ
い
て
考
え
た
り
し
な
い
も
の
で
す
が
、


実
際
に
は
身
近
に
人
権
侵
害
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ


れ
は
、
人
と
人
と
の
聞
で
起

っ
て
い
る
も
の
で
、
お
互
い


が
相
手
の
立
場
を
考
え
れ
ば
少
し
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き


る
と
思
い
ま
す
。
人
聞
は
大
変
な
進
化
を
と
け
で
地
球


上
で

一
番
す
ぐ
れ
て
い
る
生
き
物
、
だ
と
思
い
ま
す
が
、


そ
の
上
で
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
エ
ゴ
ま
る
出
し
で
の
さ
ぼ


っ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
人
聞
は
み
ん
な
平
等


に
同
じ
権
利
や
義
務
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
生


ま
れ
て
き
た
以
上
は
み
ん
な
幸
せ
に
な
る
権
利
が
あ
る


の
で
す
。
私
た
ち
も
、
も
っ
と
人
権
に
つ
い
て
考
え
な


け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

(全
国
'中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
作

品
集
か
ら 
) 

h

国
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第，E

12月 4日休J---10日依)

49国人権週間1


V V v

会
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

初
め
て
入
所
を
希
望
さ
れ
る
児
童

の
保
護
者
の
方
は
、
必
ず
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。

入
所
説
明
会

・
日
時	

十
二
月
十
九
日
幽

午
後
七
時
か
ら

・
場
所	

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

V	 V

二
階
和
室

※
当
日
都
合
で
出
席
で
き
な
い
方
は
、


各
保
育
所
で
申
込
書
等
を
お
受
け


取
り
く
だ
さ
い
。


申
込
書
受
付
及
、
び
手
続
き


J

・
日
時

一
月
六
日
�
 ωか
ら
八
日
附


へ
入
所
を
希
望
さ
れ
る
児
童
の
説
明
�
 

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
 

-
入
所
で
き
る
要
件	

各
保
育
所
で
午
前
七
時
三
十
分
か

保
育
所

へ
入
所
で
き
る
児
童
は
、

ら
午
後
六
時
三
十
分
ま
で
保
育
し
ま

保
育
に
欠
け
る
児
童
で
な
け
れ
ば
入

す
。

所
で
き
ま
せ
ん
。

※
乳
児
保
育

・
障
害
児
保
育
・
開
所

-
そ
の
他

時
間
延
長
保
育
に

つ
い
て
ご
希
望

人
所
申
込
書
は
、
ご
家
族
の
方
が

の
方
は
、
入
所
説
明
会
で
気
軽
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在
入
所
さ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�
 

れ
て
い
る
児
童
で
平
成
十
年
度
も
入

所
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
も
申

込
書
が
必
要
で
す
。

※
初
め
て
入
所
さ
れ
る
場
合
は
、
申

込
書
提
出
時
に
保
育
所
へ
児
童
を

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。
�
 

-
受
付
場
所

各
保
育
所

乳
児
保
育
に
つ
い
て

l
d
 

役
場
住
民
福
祉
課

横
瀬

・
生
比
奈
保
育
所
で
乳
児
保

-
入
所
定
員	

育
を
し
ま
す
。
�
 

沼
江
保
育
所

三
十
人

障
害
児
保
育
に
つ
い
て

生
比
奈
保
育
所

九
十
人

各
保
育
所
で
行
い
ま
す
。
�
 

横
瀬
保
育
所

百
人

開
所
時
間
延
長
保
育
に
つ
い
て

人
権
宣
言
の
採
択
の
日
ま
で
の

一
週
間
�
 (十
二
月
四
日

0

「
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う
」

か
ら
十
日
ま
で
)
を
人
権
週
間
と
し
て
広
く
国
民
に
呼

を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
し
て
い
ろ
い
ろ
な
啓
発
活
動
を
実
施

び
か
け
、
人
権
意
識
の
普
及
高
揚
を
図

っ
て
い
る
も
の

し
て
い
ま
す
。

で
す
。

み
な
さ
ん
、
お
互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
て
、
譲

人
権
は
、

一
人
ひ
と
り
が
し
あ
わ
せ
に
生
き
る
た
め

り
合
い
、
思
い
あ
う
心
を
育
て
ま
し

ょ
う
。


に
、
み
ん
な
が
同
じ
よ
う
に
持

っ
て

い
る
権
利
で
す
。

そ
う
し
て
、
争
い
の
な
い
明
る
い
家
庭
、
差
別
の
な


自
分
の
人
権
を
主
張
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
相
手
の

い
、
や
さ
し
さ
に
満
ち
た
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
り
ま


人
権
も
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

?し

ょ
弓
ノ
。


法
務
局
や
人
権
擁
護
委
員
は、

も
し
、
困

っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
地
元
人
権
擁
護
委
員


。
「
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
」
|
育
て
よ
う
思
い
や

や
法
務
局

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘


り
の
心
1
 

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。


0

「
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識
を
育
て
よ
�
 

勝
浦
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々
で
す
0


‘
7
」
�
 

・
西

岡

大

西

勝

幸
さ
ん
�
 

0

「
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
」
�
 

-
黒
岩

森

脇

和

一
さ
ん

0

「
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
」
�
 

・
中

山

堀

毅

男

さ

ん

0

「
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う
」

・
坂

本

細

川

寛

さ

ん

保
育
所
入
所
説
明
会
及
び

入
所
申
込
書
受
付
に
つ
い
て

平
成
十
年
四
月

一
日
か
ら
保
育
所

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は
、
人
権
週
間
で
す
。

こ
の
週
間
は
、
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
日
の
世
界

戸、


回
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ぬきさ民同.¥ID


場 期
所 間

平
成

9
年
花
月
四
日
か
ら

平
成
叩
年

1
月
刊
日
ま
で

勝
浦
町
図
書
館

2
階

郷
土
資
料
展
示
室

生
涯
学
習
の
ひ
と
つ
と
し
て
聞
か

れ
た
陶
芸
教
室
も
年
を
追

っ
て
受
講

生
も
増
え
、
中
内
先
生
の
ご
指
導
の
も

と
、
毎
週
木
曜
日
の
陶
芸
教
室
に
は
、

受
講
生
二
十
名
が
時
間
の
た
つ
の
も

忘
れ
て
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

趣
向
を
凝
ら
し
た
茶
器
や
酒
器
は
、

新
春
を
寿
ぐ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
そ
の

他
日
頃
の
食
卓
を
温
か
く
醸
し
出
し

て
く
れ
る
湯
の
み
や
銘
銘
皿
の

一
枚

一
枚
に
苦
労
の
跡
が
偲
ば
れ
、
愛
着

も

一
入
の
こ
と
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

恒
例
に
よ
り
本
年
も
町
芸
術
祭
終

了
日
ま
で
出
品
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
お
友
達
や
知
人
の
力
作

を
、
是
非
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
る
よ
う

お
知
ら
せ
・
申
し
上
げ
ま
す
。
�
 

⑥
⑤
@
⑤
⑨
⑨
⑥
 

行
事
と
休
館
日

徳
島
県
秀
作
巡
回
美
術
展

-R



日
月
お
日
�
 ロ
月
4
日

l

-
一
般

陪
審
員

戦
火
の
勇
気

ザ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ア
メ
リ
カ
ン

・
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

た
め
息
っ
か
せ
て

天
使

暴
走
特
急

無
能
の
人

い
つ
か
晴
れ
た
日
に

源

義

経

(

上

・
下
)

平

清

盛

(

上

・
下
)

ガ
メ
ラ

2

/
レ
ギ
オ
ン
襲
来

-
児
童

ふ
し
ぎ
の
海
の
ナ
デ
ィ
ア

ぞ
う
列
車
が
や

っ
て
き
た

日
日
�
 -
M
目

m日
・
お
日
�
 -m日
・
羽
田

・

図
書
館
2
階

女
陶
芸
展

ロ
月
日
日
1
1
月
日
日

図
書
館
2
階
郷
土
資
料
室

女
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

安
休
館
日

1
日
・
�
 8
日

・
日
日
�
 

訂
日年末年始の休館について
 

12月26日. 28日----1月 3日 

未
来
少
年
コ
ナ
ン
1
1
7

い
た
ず
ら
ス
ヌ
�
 ピ
l

l

た
よ
り
な
い
ね
チ
ャ
リ
�
 ブ
ラ
ウ
ン

l

ス
ヌ
�
 
ピ
�
 の
ス
ケ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン

l

l

ラ
イ
ナ
ス
は
生
徒
会
長

お
し
ゃ
れ
キ
ャ
ッ
ト

ミ
ッ
キ
は
ミ
ニ
�
 が
好
き

l

ド
ナ
ル
ド
の
に
ぎ
や
か
パ
�
 
l

ド
ナ
ル
ド
大
好
き

ス
デ
|

た
の
し
い
の
り
も
の
図
鑑
同

サ
イ
レ
ン
じ
ど
う
し
ゃ

た
の
し
い
乗
り
物
大
百
科
山
川

そ
ら
の
の
り
も
の
�
 

¥J 

\~. 

-n日
-

12月26日は全館清掃のため休館します。 27日は

普段どおり開館します。 (28日から 1月3日まで
休館します。) 

1月は 4日(日)開館， 5日伺)休館. 以後はいつも

のとおりです。 

四
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D
2念品 

@
m
u
a

ひ
そ
や
か
に
息
づ
く
も
の
は
親
し
か

り
時
止
ま
る
ご
と
購
始
動
か
ず

生

名

柳

田

末

子

〈評
〉
秋
の
陽
を
浴
び
て
温
も
っ
た

石
の
上
に
、
と
ん
ぼ
が
羽
根
を
休
め

て
止

っ
て
い
る
。
よ
く
見
る
と
そ
こ

だ
け
時
間
が
停
止
す
る
か
の
よ
う
に

静
か
な
、
や
さ
し
い
、
親
し
さ
さ
え

お
ぼ
え
る

一
刻
で
あ

っ
た
。
平
和
と

は
こ
ん
な
現
実
を
い
う
の
だ
ろ
う
。

杉
の
木
の
安
値
憂
い
つ
つ
ひ
た
す
ら

に
今
年
予
定
の
間
伐
始
む

横
瀬
広
安
美
枝
子

〈
評
〉
む
か
し
、
立
川
の
山
持
ち
の

人
か
ら
聞
い
た
こ
と
に
、
|
|
一
雨

降
る
ご
と
に
杉
の
木
が
伸
び
て
じ

っ

と
し
て
い
て
も
儲
か
る
|
|
と
。
し

か
し
今
は
そ
ん
な
わ
け
で
も
な
い
の

だ
ろ
う
。
こ
の
作
者
は
杉
の
間
伐
を

し
な
が
ら
安
値
を
嘆
い
て
い
る
。

寸
劇
の
脇
役
な
れ
ど
演
じ
終
え
友
と

腕
組
み
帰
る
夜
の
道

横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

〈評
〉
こ
の
作
者
は
、
女
性
の
会
で

寸
劇
に
出
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
も

主
演
で
な
く
脇
役
な
の
だ
。
無
事
に

役
を
演
じ
終
え
、
そ
の
満
足
感
で
友

松

並

武

夫

選

得
意
気
に
歩
き
初
め
た
る
孫
囲
み
小

春
日
の
部
屋
笑
い
弾
け
る

横
瀬
桜
木
千
代
子

母
の
ご
と
慕
い
し
姐
の
墓
に
来
て
温

き
心
の
行
き
交
う
彼
岸

棚

野

島

っ

と

む

亡
き
夫
に
み
か
ん
と
柿
を
供
え
つ
つ

元
気
で
働
き
い
る
を
告
げ
た
り

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

ポ
ニ 

テ 

ル
赤
は
ず
ま
せ
て
孫
来

た
る
風
に
揺
れ
い
る
コ
ス
モ
ス
の
庭

棚

野

殿

川

早

苗

み
か
ん
採
る
山
に
こ
だ
ま
し
竿
売
り

の
声
が
の
ど
か
に
午
後
の
町
行
く

沼
江
森
脇
ア
ヤ
子

枯
れ
初
む
る
里
竿
畑
は
陽
が
沈
み
雀

の
宿
か
チ
ュ
ン
と
声
す
る

中

山

栗

城

絹

木
犀
の
香
り
漂
ふ
朝
風
呂
に
沈
み
て

し
ば
し
目
つ
む
り
て
を
り

沼

江

斉

藤

重

子

十
和
田
湖
を
鏡
に
木
々
は
化
粧
し
て

旅
す
る
人
の
心
和
ま
す

星

谷

上

岡

久

子


ヒ
バ
リ
館
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
前
に


立
つ
女
性
の
夢
は
ど
こ
ま
で
つ
づ
く


横

瀬

錦

内

常

一


家
族
へ
の
蛋
白
源
と
自
負
な
せ
る
魚


釣
り
の
夫
の
帰
り
を
待
て
り


中
角
岡
本
は
つ
え


飼
い
主
を
選
べ
な
か

っ
た
愛
犬
よ
私


も
課
長
を
選
べ
ず
に
い
る


棚

肝

田

中

久

子

l

彼
岸
花
の
傍
え
に
む
く
ろ
の
揚
羽
蝶

l

横

瀬

広

瀬 

I青 

(注 
)
こ
の
「
か
つ
う
ら
歌
壇
」
は

広
報
紙
と
し
て
広
く
町
民
の
皆
さ
ん

の
作
品
を
掲
載
す
る
も
の
で
、
し
た

が

っ
て
投
稿
作
品
は
全
部
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
な
お
、
短
歌
の
専
門
紙

の
よ
う
な
む
つ
か
し
い
選
評
は
避
け
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
読
め
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の

投
稿
お
待
ち
し
て
い
ま
す
(
係
)

-
次
回
作
品
募
集
・

」 

二
月
五
日
締
切
り
川
柳
一
人
一
句

あ

て

先

横

瀬

中

田

万

里

平
成
十
年

l

一
月
五
日
締
切
り
俳
句

一
人
二
句

あ

て

先

生

名

丸

山

香

月

蜜
吸
う
よ
う
に
花
に
載
せ
や
る

棚

野

田

中

茂

子

落
葉
散
る
日
和
佐
寺
に
二
度
詣
で
て

は
来
る
年
の
幸
祈
り
て
い
た
り

棚

野

英

見

精
進
の
足
ら
ざ
る
吾
を
せ
か
す
ご
と

季
節
の
め
ぐ
り
過
、
ぎ
て
行
く
な
り

人
と
喜
び
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
夜

の
道
だ
か
ら
平
気
で
腕
を
組
ん
で
帰

る
の
だ
。
脇
役
の
好
演
技
で
成
功
。

南
風
-
つ
け
て
満
帆
の
高
瀬
舟
上
荷
で

父
の
手
提
げ
待
ち
し
日

中

山

谷

尻

松

雄

〈評
〉
こ
の
頃
、
高
瀬
舟
を
知
っ
て

い
る
人
も
少
な
く
な

っ
た
で
あ
ろ
う
。

帆
い

っ
ぱ
い
に
風
を
は
ら
ま
せ
て
帰

っ
て
来
る 

(上
荷
)
の
中
に
、
お
父

さ
ん
の
大
き
な
手
提
袋
の
中
の
お
土

産
を
待

っ
た
日
の
、
少
年
時
代
の
作

者
の
遠
い
日
の
な
つ
か
し
い
想
い
出
。

旅
行
け
ば
こ
こ
も
祭
り
か
秋
の
夜
の

空
を
彩
る
花
火
見
上
ぐ
る

中

角

豊

田

要

助

〈評
〉
秋
の
季
節
に
旅
を
す
る
と
、

ど
こ
へ
行

つ
で
も
そ
の
地
の
様
々
な

珍
し
い
祭
り
行
事
に
出
会
う
け
れ
ど

も
、
夜
の
花
火
だ
け
は
ど
こ
も
よ
く

似
た
も
の
で
、
そ
の
火
の
彩
の
美
し

さ
に
は
変
り
な
く
、
た
だ
旅
の
夜
の

花
火
は

一
し
お
郷
愁
を
そ
そ
る
も
の

だ
。

わ
が
代
で
終
り
の
農
か
風
さ
む
き
山

田
に
妻
と
籾
種
を
選
る

中

山

山

下

房

雄

汗
あ
え
て
坂
を
登
り
て
来
た
る
身
に

風
音
は
よ
し
赤
松
林

横

瀬

比

留

間

一

道
端
に
植
え
し
黄
菊
の
咲
き
初
め
て

隣
の
人
と
の
話
が
は
ず
む

横

瀬

谷

吉

蔵

日
の
暮
れ
て
言
葉
少
な
く
な
り
し
息

と
稲
架
け
お
れ
ば
大
き
月
出
る

立

川

堀

梅

子


そ
れ
ぞ
れ
に
離
れ
住
む
子
の
集
ま
り


で
秋
祭
り
の
夜
賑
わ
い
て
お
り


A
7

横
瀬
平
山
美
千
江


真
っ
白
に
洗
い
上
げ
た
る
カ
ー
テ
ン


が
秋
立
つ
風
に
ひ
ら
め
き
て
い
る


AaF 

横
瀬
岡
本
冨
久
恵


ス
ピ
ー
ド
を
出
す
な
と
今
朝
も
言
い


た
き
を
抑
え
て
出
勤
の
娘
見
送
る


沼

江

森

脇

光

子


楽
し
み
て
待
ち
い
る
義
父
の
膳
先
に


ト可』
 

』 

P
H

夜
は
葡
萄
の
ゼ
リ
ー
を
選
ぶ


中
山
溝
内
喜
美
代


仏
前
に
「
新
米
で
す
よ
」
と
供
う
れ


は
は

え

ば
微
笑
む
ご
と
く
湯
気
が
揺
れ
た
り

横

瀬

日

下

克

子

回
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平
成
九
年
一年
末
年
始
交
通
安
全
県
民
運
動


ふ

…


寸事
件
か
げな」


  

迷
わ
ず
一


ー
い
の
ち
輝
く

あ
っ
た
か
阿
波
の
道

1

実
施
期
間

平
成
九
年
十
二
月
十
日
同
i

平
成
十
年
一
月
十
日
出

重
点
目
標

無
謀
運
転
の
追
放

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

シ 
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
徹
底

こ
の
運
動
は
、
経
済
活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
る


年
末
年
始
に
わ
い
て
、
県
民
一
人
ひ
と
り
に

「交
通


安
全
の
主
役
は
自
分
で
あ
る
」
と
の
意
識
を
普
及
し
、


正
し
い
交
通
ル 

ル
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践


9平成 年度 

JA共済「全国小中学校書道交通安全ポスター」

を
習
慣
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹

交通安全ポスターの部 徳島県知事賞

底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

年
末
特
別
警
戒
の
実
施
 

l 3 2 

l

グた

年末年始の特別警戒実施


一小松島警察署一

このため，警察では，県民の皆様に安全で平穏

な生活を過ごしていただくため年末年始特別瞥戒

を実施 し，各種事件事故の防止に努めることとし

ており ます。

n
k

j

月
白
日 

初
日

み
な
さ
ん
に
聞
込
み
捜
査
を
し
ま
す

と
、
「
そ
う
い
え
ば
、
あ
の
と
き
女

性
の
悲
鳴
ら
し
い
も
の
が
聞
こ
え
た
」

事
件
発
生
後
に
、

付
近
の
住
民
の

一 

番
通
報
を
さ
れ
な
か
っ
た
方
が

お
ら
れ
ま
す
が
、
通
報
が
早
け
れ
ば

O

十
二
月
二
十
六
日
か
う
三
十
日

の
問
、
午
後
八
時
に
全
町
一
斉
に

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
警
戒
に
あ

た
り
ま
す
。

消
防
団
は
、
火
災
多
発
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
矢
口
地
域
で
巡
察
を
行
い
、

町
内
か
う
火
災
を
発
生
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
た
め
の
警
戒
体
制
に
入

り
ま
す
。

火
災
は
、
社
会
的
損
失
が
大
き

い
ば
か
り
か
、
人
の
命
に
か
か
わ

る
こ
と
で
す
。
も
し
も
、
あ
な
た

の
家
が
火
元
と
な
れ
ば
、
隣
近
附
に

多
大
な
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

毎
日
、
そ
の
場
、
そ
の
場
で
火

を
出
さ
な
い
注
意
が
肝
心
で
す
。

そ
の
注
意
は
、
そ
れ
ほ
ど
難
し

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
火
を
防
ぐ
の
は
あ
な
た
で
す
」

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※お気軽にご相談ください。 

早
い
ほ
ど
、
被
害
者
を
無
事
救
出
し
、

犯
人
を
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

と
い

っ
た
情
報
を
い
た
だ
け
る
の
で

で
す
。

す
が
、
も
し
そ
の
と
き
に

一一
 

番
O

通
報
を
し
て
い
た
だ
け
た
ら
確
実
に

犯
人
を
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
こ
と
が
多
々
あ
る
の
で
す
。

「痴
和
喧
嘩
だ
と
思

っ
た
」
と
か

「
関
わ
り
合
い
に
な
り
た
く
な
か

っ

た
」
「
誰
か
が
瞥
察
に
連
絡
し
て
く
れ

る
だ
ろ
う
」
な
ど
の
理
由
か
ら
、

一 

一一
 

番
通
報
は
、
事
件
が
確
実

O

に
発
生
し
た
と
判

っ
た
と
き
だ
け
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
か
し
い

な
と
思

っ
た
場
合
や
怪
し
い
人
物
を

見
か
け
た
り
し
た
場
合
に
は
、
深
夜
、

番
通
報
し

O

早
朝
を
問
わ
ず
、

一一

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

-実施期間

平成 9年12月1日(月)-平成10年1月10日(剖

年の瀬 を迎 え慌ただしさが増すこの時期には，

例年，金融機関，深夜スーパーなどを対象とした

強盗事件 をはじめ，いろいろな事件 ・事故が多発

する傾向にあ ります。

¥J  

¥-" 

交通事故相談日  
日 時 12月25日休) 午前10時から午後  4時まで

(受付時間午後  3時まで)

場 所 小松島中央会館

小松島市松島町  5-6 ft08853-2 -2030 

相談員 町田長稔

お問い合わせ 交通事故相談所

徳島県庁  1階 宮 0886-21-3200

そこで，地域住民の皆様におかれましても，地

域の安全を守るため に， ご理解， ご協力 をあ、願い

します。

回

ら
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/¥ 

だ
い
て
い
ま
す
。

l

ブ
ル 

の
袋
は
、
燃
え
る
ご
み

て
く
だ
さ
い
。

-L主~'1叫巴宣C"~ヨ~1l却益ミ1Jj・ 

12月あき缶(アルミ缶・スチール缶)回収日程表 守
っ
て
く
が
さ
い
:

ご
み
の
闘
し
方

平
成
九
年
四
月

一
日
か
ら
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
に
よ
り
勝
浦
町

も
指
定
ご
み
袋
を
四
種
類
か
ら
六
種
類
に
増
や
し
、
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た

ピ
ン
ク
の
袋
は
、

ビ
ニ
ー
ル
系
の
ご
み

透
明
袋
に
緑
色
の
宇
の
袋
は
、
ア
ル
ミ
缶
類
の
ご
み

透
明
袋
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
字
の
袋
は
、

ス
チ
ー
ル
缶
類
の
ご
み

透
明
袋
に
青
色
の
字
の
袋
は
、

ビ
ン

・
ガ
ラ
ス
の
ご
み

透
明
袋
に
黒
色
の
字
の
袋
は
、

そ
の
他
金
属
類
の
ご
み

ア
ル
ミ
缶

・
ス
チ
ー
ル
缶
は
、
必
ず
水
で
洗
っ
て
指
定
の
袋
に
入
れ
て
出
し

ピ
ン

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
キ
ャ

ッ
プ
を
は
ず
し
必
ず
水
で
洗
っ
て
指
定
の

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

*
ア
ル
ミ
缶

・
ス
チ
ー
ル
缶

・
ビ
ン
等
は
水
で
洗
う
こ
と
で
ご
み
ス
テ 
l
シ
ヨ 

十
二
月
三
十
一
日
か
ら
一
月
四
日
ま
で
の

五
日
間
、
年
末
年
始
の
た
め
休
業
い
た
し
ま

す
。
休
業
期
間
中
は
、
フ
ェ
ン
ス
に
ご
み
を

出
さ
芯
い
で
く
だ
さ
い
。

年
末
は
ご
み
が
集
中
し
な
い
よ
う
計
画
を


立
て
、
ご
み
収
集
業
務
に
と
協
力
く
だ
さ
い
。


ごみ収集業務'

休業のご案内

ン
等
か
ら
の
悪
臭
の
発
生
を
抑
制

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
と
し
て
の

活
用
の
増
大
が
図
ら
れ
ま
す
。
積

極
的
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

*
リ
タ 

ナ
ブ
ル
び
ん 

(ビ 

l

l
ル
び

ん

・
一
升
び
ん

・
牛
乳
び
ん 
)
は、

販
売
庖
に
返
却
し
ま
し
ょ
う
。

森
林
組
合
か
ら

苗
木
の
申
込
み
受
付

来
春
、

山
林

へ
植
え
る
杉
、
ひ

の
き
、
ク
ヌ
ギ
等
の
苗
木
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

植
林
予
定
地
が
、
台
帳

・
現
況

と
も
山
林
の
場
合
、
ま
た
、
農
地

で
農
業
委
員
会
発
行
の
農
地
転
用

許
可
証
の
あ
る
場
合
は
、
造
林
補

助
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
森

林
組
合
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

所回収日� t也 区

桜 建 さ日きJ又L 事 手寿 所石原 


沼江 
  

第

集� dZLY百� Y工 Z 所

Z集、一i口，ノ掛谷月 控ト dZL 所� J'lIJ 

J A生比奈支所保冷康前曜 山 西� 
(果樹試験場上り口)

日 農 村ー 婦 人 の 家� 

(1日)

中 角

。 馬越ごみフェンス横

第 -，ρ、山 今山橋北詰ごみフェンス横

一 黒岩 運動場入口(小 屋の横)月
曜 川 口幸ー さん宅の貯蔵庫前星谷
日� 

中 山� t南 l坊 圭ロ士ロ 所 横(8日)

第 生名 東 林 庵

。 島豆腐屋 さ ん 日IJ

月 久国 集� z久 国 dzk 所 裏

曜 トボール場横ー敷ゲ11)河棚里子 

日
 パチンコ庖前道路南側�  

大 井� t匿 碑 の 前(15日) イシ

横 j


第
 花棚宗 ー さん宅東

四 広瀬清 さ ん宅東

土易

イシ月 小 倉 新 平 さ ん 宅 前 三 文 路

イン� 曜 |日 Eが 地農 協� 

日 J A 与 川 内出張所与川内� 

イ〉

Azz、 戸庁集JIIIJ日� 

。
。

頼

(22日) J A 坂本事業所横坂本�  

ク 雪ロ 横所ロ士防;商

特
産
品
の
開
発
と
流
通
戦
略

ー
鈴
木
俊
博
氏
講
演
会
で
か
く
し
ネ
タ
を
語
る
|

十
月
二
十
九
日
、
勝
浦
井
戸
端
塾
・

町
企
画
開
発
課
共
催
で
、
町
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
勝
浦

町
の
素
材
を
生
か
し
た
特
産
品
づ

く

り
」
に
つ
い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

ど
ん
な
目
的
で
特
産
品
を
つ
く
る

の
か
、
素
材
に
は
産
品
、
人
、
技
術
、

歴
史
等
の
資
源
が
あ
る
、
売
り
先
を

決
め
て
商
品
を
つ
く
る
、
物
を
売
る

よ
り
売
り
方
を
売
る
な
ど
に
つ
い
て
、

各
地
の
事
例
や
勝
浦
町
の
産
品
を
引

用
し
な
が
ら
の
熱
弁
で
し
た
。
八
十

名
の
受
講
者
が
、
特
産
品
創
造
に
意

欲
を
燃
や
し
た
好
評
な
講
演
会
と
な

。

灼
ノ
宇
品 

!
ν
h
~

回
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第
七
回
女
性
学
級
で
、
勝
浦
町
女

性
会
の
本
部
、
支
部
役
員
の
二
十
二

名
の
方
々
が
、
町
内
の
各
施
設
を
視

察
さ
れ
る
な
か
で
、
横
瀬
地
区
汚
水

処
理
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
各
家
庭
の
台
所、

風
呂
、

洗
濯
等
の
生
活
雑
排
水
が
主
な
原
因

で
水
路
や
河
川
を
汚
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
き
れ
い
な
水
を
守
る
た
め
に

は
、
下
水
道
や
合
併
浄
化
槽
の
整
備

を
進
め
て

い
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま

徴
水

ト一一(4会明石 一一 寸

際部h l排出 | 
ド-3崎間 -..fl時間 1-2同斗

荒田スクリーン

入流 

微細目スクリーン

原水ポンプ槽

散水ポンプ槽

汚水計量槽

流量調整槽

破砕機

回分槽

沈砂槽

園。回。国

流

消毒槽

放

質
問

「
使
用
料
金
は
、 
い
く
ら
で

す
か
」

横
瀬
地
区
の
皆
様
へ

答

「
一
般
の
家
庭
は
一
人
で
二

千
円
/
月
、

一
人
増
え
る
と
五
百
円

宅
内
配
管
工
事
の

/
月
を
加
え
て
、
四
人
で
は
三
千
五

届
出
に
つ
い
て

百
円
/
月
に
な
り
、
年
間
四
万
二
千

円
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
使
用
し
て

横
瀬
地
区
の
汚
水
処
理
場
へ
の

い
な
い
加
入
者
か
ら
も
五
百
円
の
基

各
家
庭
の
接
続
す
る
宅
内
配
管
工

本
料
を
集
め
て
い
ま
す
」

事
に
は
、
役
場
へ
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

横
瀬
地
区
汚
水
処
理
場
の
視
察
、

ま
た
、
工
事
の
施
工
は
、
勝
浦
町

見
学
の
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
役
場
環

排
水
設
備
工
事
指
定
業
者
が
行
う

境
衛
生
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
施
工
業

千
人
な
ど
の
規
模
や
流
入
す
る
汚
水

O
Yの
汚
れ
を
微
生
物
の
力
で

し
た次
。に

、
横
瀬
地
区
の
処
理
人
口
一

の
九 

取
り
除
き
、
上
澄
み
の
水
を
塩
素
消

毒
し
て
放
流
し
て
い
る
な
ど
の
説
明

が
あ
り
、
施
設
の
見
学
と
な
り
ま
し

た
。

A それぞれの機械を操作する管理室
「いろいろスイッチがあ ってたいへん」

処
理
場
内
の
汚
水
の
流
れ
る
順
番

に
、
真
空
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
前
処
理 

者
へ
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

{
役
場
へ
の
提
出
書
類】 

-
排
水
設
備
新
設
工
事
申
請
書 

.
排
水
設
備
工
事
着
手
届

.
排
水
設
備
工
事
完
成
届

.
施
設
使
用
開
始
届

こ
の
他
に
、
現
在
浄
化
槽
を
使

用
し
て
い
る
家
庭
の
方
は
、
浄
化

槽
廃
止
届
書
を
小
松
島
保
健
所
へ

同
流
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
は
、
役
場
環
境
衛

生
課

(二 

l
二
五

一
こ

ま
で
。

¥J  

A 処理流れ図の説明を熱心に聞く女性会々 員

室
、
回
分
槽
(
浄
化
槽
)
、
放
流
槽
な

ど
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
質
問
の

一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

質
問

「
勝
浦
町
の
他
の
地
区
で
も

計
画
が
あ
り
ま
す
か
。」

答

「町
全
体
の
計
画
案
が
あ
り

ま
す
が
、
事
業
に
は
個
人
負
担
や
使

用
料
な
ど
、
住
民
の
方
々
の
理
解
が

必
要
で
す
の
で
、
具
体
的
に
次
の
地

区
の
整
備
は
決
ま
‘っ
て
お
り
ま
せ
ん
」

車「きれいな水に定よっている」と般流僧をのぞきこむ。

処理行程の説明 
JARUS-XI型は.流曇調整僧を

前置した回分式活性汚泥方式で.窒

素除去性能の保証をt必要としない一

般地区を対象にした施設です。

定よお. 2宿 1系列を原則jとし，交 

E運転が可能な構造としています。

本缶詰〉たしたち@
《らし <刻

女性学級横瀬地区汚水処理場視察 
(11月13日)

、』ノ

回
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浄化槽を「使う側」が知っているべき


法的義務はどんなこと?


犬
の
飼
い
方
を


正
し
い
犬
の
飼
い
方
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は

小
松
島
保
健
所
へ
宮 

八
八
五
三
)
二
|
一
一
一
一
一
歪

不用犬の

引き取り目
 

私た;24
犬の放し飼いは

やめましょう。

(
O

苧もe

12月 3 日(水)� 

停学 12月17日(水)

※登録している犬の場合は.

鑑札の返還と手続きに印

放し飼いや鎗て犬は社会の迷惑に怒ります。 11 鑑が必要です。� 
動物は愛情と責任を持って生涯大切に飼いましょう。

回

迷
惑
に
な
ら
な
い


「浄化槽法」とそれに基づく各省令等で詳細に規定さ

れていることがらの内 『使う側』の皆様に知っていて

ほし い義務は次のようになります。

1 下水道等による場合を除き，浄化槽で処理した後

でなければ，し尿を公共用水域に放流しではなりま

せん。� 

2 浄化槽を使用する人は「浄化槽の使用に関する準

則J (下の①~⑨)を守らなければなりません。 

① し尿を洗い流す水の量を適正(こする。� 

② 	 殺虫剤，洗剤，防臭剤， 油脂類，紙おむつ，衛

生用品等で浄化槽の正常な機能を妨げるものは流

入させない。� 

③ 単独処理浄化槽では雑排水を流入させない。� 

④ 	 合併処理浄化槽では工場廃水，雨水その他の特

殊な排水を流入させない。� 

⑤ 電気設備のある浄化槽の電源を切らない。� 

⑥ 	 浄化槽の上部，周辺に保守点検や清掃の邪魔に

なる構造物を造らない。� 

⑦ 	 浄化槽の上に浄化槽の機能を妨げるような荷重

をかけない。� 

③ 通気口をふさがない。� 

3 	浄化槽法では，浄化槽の所有者などを「浄化槽管

理者」と定め，次のような義務を謀しています。

(戸建て住宅の場合，住民の方が「浄化槽管理者」


になるのが普通です)
 

① 	 浄化槽の保守点検と清掃を，毎年，法律で定め


られた回数行い，その記録を� 3年間保存しなけれ


ばなりません。ただし，保守点検や清掃を資格の


ある業者に委託することができます。
 

② 	 指定検査機関の行う水質に関する検査を受けな

ければなりません。これには，浄化槽設置後一定 ，-¥ 

期間に行う検査と毎年行う検査の� 2種類の検査が

あります。

なお，これら浄化槽法の規定に違反すると処罰され

ることがあります。

浄化槽

管理事� 

MUS04
テキストボックス
がっぺいくんシリーズ１２
浄化槽を使う側が知っているべき法的義務はどんなこと
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日� H翠 内� ~、・. 時 間 士揚 所 対 象 者
持参する

もの� f也

4 木 食生活改善推進員研修会� 9 : 30~ 14:30 
農村環境改善

センター
食生活改善推進員

食生活改�  
普推進員

テキスト�  

11 木 健 康 キ目 言炎� 13 : 30~15: 00 棚野集会所 市生� f主 民 健康手帳� 

12 金� 2 歳児健康診査�  13: 30~14: 30 勝浦病院
平成� 7年� 7月1日から11月30

日までに生まれた子� 
母子健康手帳

16 火 健 康 中目 圭HEdkK 

10 : 00 ~11 : 30 横瀬集会所�  JiJ¥t 住 民 健康手帳� 

13:30~ 15:00 坂本集会所 {主自主� 民 健康手帳� 

17 水 健 康 本目 談� 10: OO~11: 30 勝浦会館 自主 住 民 健康手帳� 

H

と 
N

0

先
月
号
で
は
「
な
ぜ
脂
肪
肝
に
な

る
か
」
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
が

今
回
は 

な
ぜ
恐
い
か

H

ぃ
、
過
栄
養
に
よ
る
肥
満
の
場
合
に

は
、
体
重
を
理
想
体
重
に
戻
す
の
が

最
終
目
標
で
す
。

ェ
、
ネ
ル
ギ 

を
減

l

ら
す
た
め
に
は
、
飽
和
脂
肪
酸
や
糖

質
を
減
ら
し
、
身
体
で
合
成
で
き
な

い
た
ん
ぱ
く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ

ラ
ル
、
食
物
繊
維
な
ど
は
十
分
と
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
た
ん
ぱ
く
質
を
と
る
た

め
に
は
脂
身
の
少
な
い
赤
身
の
肉
類

や
魚
、
チ
ー
ズ

、
大
豆
製
品
が
望
ま

し
い
の
で
す
。
牛
乳
、
緑
黄
色
野
菜
、

き
の
こ
、
豆
類
、
小
魚
な
ど
は
ビ
タ

ミ
ン
や
ミ
、
ネ
ラ
ル
源
と
な
り
ま
す
。

運
動
は
早
足
で
歩
く
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。
要
は
長
続
き
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

※
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
町
内
医
療

予
防
に

つ
い
て 
H

考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す

・
な
ぜ
恐
い
か

脂
肪
肝
は
生
活
習
慣
病
の

一
つ

と

い
え
ま
す
。

ア
ル
コ

ー
ル
性
の
場
合

に
は
非
常
に
悪
化
す
れ
ば
慢
性
肝
炎

の
よ
う
に
な
り
、
終
局
的
に
は
肝
硬

変
や
肝
臓
が
ん
に
い
た
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
脂
肪
肝
に
な
る
よ
う
な

生
活
習
慣
で
は
、
動
脈
硬
化
症
、
糖

尿
病
、
高
血
圧
な
ど
の
ほ
と
ん
ど
の

っ・ 機
関
に
お
い
て
基
本
健
康
診
査
(
無

料
)
、
子
宮
が
ん
、
乳
腺
検
診
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
ま
だ
受
け
て
い

な
い
人
は
、
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ

。

生
活
習
慣
病
を
も
た
ら
す
素
地
が
備

っ
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

内
臓
に
脂
肪
が
貯
ま
る
典
型
が
脂
肪

肝
で
あ
り
、
食
事
、
運
動
や
禁
酒
に

よ
っ
て
治
療
や
予
防
を
心
掛
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

-
予
防
に
つ
い
て

原
因
で
あ
る
ア
ル
コ
ー
ル
や
肥
満
、

糖
尿
病
の
治
療
や
予
防
の
方
策
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
に
原

因
が
あ
る
も
の
は
禁
酒
や
断
酒
を
行

生化学的検査の正常域

検査項目 正常域� 

GOT 14~35IU/ Q 

GPT 6 ~40IU/ Q 

r-GTP O ~601U/ Q 

中性脂肪� 45~150mg/de 
(正常i或の数値は検査機関によって異怠る

場合があります)

12月の保健行事� お問い合わせは環境衛生課保健婦へ

脂肪好を予防Lょう


¥J  

¥}ノ

回
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百日咳・ジフテリア
麻 し ん

破傷風三種混合31 
麻しんウイルスの百日咳，ジフテリ

アは飛まつ感染でお 飛まつ感染によ って

l期追加…� 1回接種

伝
染
病
予
防
の
た
め
町
内
医
療
機
関
に
お
い
て
、

次
の
と
お
り
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

予
防
接
種
説
明
書
、
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、

予
防
接
種
券
等
を
確
認
の
上
、
定
期
接
種
の
期
間
内

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
接
種
を
受
け
る
場
合
は
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
医
療
機
関
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
任
意
接
種
と
な
っ
た
場
合
は
、
自
己
負
担
に
な
り

ま
す
。
(
麻
し
ん
六
千
円

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ

ア

・
破
傷
風
三
種
混
合
五
千
五
百
円
と
な
り
ま
す

の
で
医
療
機
関
窓
口
へ
直
接
支
払

っ
て
く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
・
環
境
衛
生
課
保
健
婦
へ 
(
宮

一ー
二
五
一
一
)

lインフルエンザやかぜを予防しましよう| 
平成 9年10月1日~平成 9年10月1日~

委託期間
平成10年2月末日 平成	10年2月末日� インフルエンザやかぜにかかりやすい季節になりました。

2，000円 冬にインフルエンザが流行する理由として，低温や乾燥が

事ヰ 金� 1照 料 (医療機関窓口ヘ支

払ってください。� )

ウイルスの増嫡に適した環境になること，体が寒さのために

ウイルスに対する抵抗力が低下すること ，のどや気管支の表

医療機関 赤岩医院 ・山西医院 ・勝浦病院
面にある線毛の運動が阻害され

となどがあげられます。

かぜに感染しやすくなるこ

かぜの90%以上はウイルスが原因であり ， インフルエンザ

ウイルスにA型� . B型.� c型があるように，かぜの原因ウイ

で
し
た
。
な
お
、
要
精
密
の
人
に

町
内
を
巡
回
し
て
実
施
し
ま
し
た

結
核
検
診
の
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受
診
者
数
百
四
十
六
人
で
、
異

常
な
し
百
四
十
人
、
要
精
密

h

巡
回
結
核
検
診
の
結
果
に

つ
い
て
お
知
ら
せ

十
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
に

ルスは全体で数百種類と推定されています。特にウイルス感

染症(かぜ)の中で，猛威をふるうのが

インフルエンザです。 インフルエンザの

症状としては，高熱 ・頭痛 ・関節崩 ・咳 ・

鼻水がみられ，抵抗力の弱いお年寄りや

乳幼児が感染すると，肺炎や意識障害等

重症化しやすく，中には死に至ることも

めるため注意が必要です。

ハ
人 インフルエンザやかぜにかからないよう日常生活で

次のようなことに心がけましょう O

は
す
で
に
通
知
を
し
ま
し
た
が
、

異
常
の
な
か
っ
た
人
に
は
通
知
を

し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
尽
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
各
愛
育
班
単
位
で
総

合
健
診
や
地
区
巡
回
で
検
診
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
が
、
未
受
訟
の

方
、
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

毎
年
結
核
新
患
者
が
出
て
い
ま
す
。

年
に

一
度
は
必
ず
険
診
を
受
け
、

健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①外出から帰ったら， うがい・手記

②バランスのとれた食事と水分の補給に努める。

③睡眠を十分にとり ，疲労をためないようにする

④寒さに強くなろう 。 (乾布摩擦・薄着で皮胞を

る。� )

① 人混みを避ける。

⑥室内の撮度，湿度，換気に注意する。

⑦インフルエンザワクチンの接種を受ける。(町では

実施しておりませんので，かかりつけ医師にご相談

ください。� ) 

こり，破傷風は傷口

から菌が体内へ入り
病 状

おこる病気で，重症

化することがありま

す。

1期初回…� 3回接種� 

生後 3月以上90月

未満� 

おこる病気で，発熱，

発しんを主症状とし

合併症として気管支

炎や中耳炎，脳炎な

どをおこすことがあ

ります。� 

1回接種

対象年齢 生後 3月以上90月� 

(定期接種) 未満� ( 1期初回接

種3回終了後 6か

月以上の間隔をお� 

いて接種)

生後12月以上90月未

j椅

回

MUS04
テキストボックス
病気になる前に予防接種を
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ある一定額を超えた一部負担金を支払った場合には，申請

により，その超えた分が高額療養費として支給されます。

-知っておきたい健康入浴法・
入浴は心身の健康にとっては欠かせない生活習慣。ちょっとした工夫でこんな効果があるのをご存じでしたかっ

女効果的健康入浴法

戸3 E、

病気やけがでお医者さんにかか 0.

同じ人が同じ月内に 6万3.6∞円以上

(住民税非課税世帯等は 3万5.400円
以上)の自己負担金を支払った場合，

それを超えた分は国保が負担するの

で，あとから支給されます。

ひとつの世帯で，同じ月内に医療費

の自己負担額が3万円以上(住民税非
¥J  	

課税世帯等は 2万1.000円以上)とい

うときが 2回以上あった場合，それ

らの額を合計して.6万3.600円(住

民税非課税世帯等は 3万5.400円)を
超えた分が，あとで支給されます。

過去12か月以内に，同じ世帯で 3回

以上の高額療養費の支給を受けた場

合. 4回目以降は. 1か月 3万7.2∞
円(住民税非課税世帯等は 2万4.600
円)を超えた分が支給されます。

高額の治療を長い間続ける必要があ

る病気で，厚生大臣が指定するもの

(血友病や人工透析の必要な慢性腎

¥---' 	 不全など※)については，自己負担額

は 1か月 1万円まで。診療を受ける

ときは，国保の認定による「特定疾

病療養受療証」が必要です。
※血液凝固因子製剤の役与に起因する HIV感染症を含む。

-自己負担額の計算は

①月の 1白から末日まで.

麿月ごとの受診につい

て計算。

雇通

②違う病院・診療所は.そ

れぞれ別計算

直酷

③総合病院の各診療科は.

それぞれ別計算。ただ

し入院患者が他の科で

受けたときは合算(歯

科は別)

④同じ病院・診療所で.内

科などのほかに歯科が

ある場合.歯科は別計

算訟ta

⑤同じ病院・診療所でも，

通院と入院は別計算。

戚

⑥差額ベッド料など.保

険診療の対象とならな

いものは除く。 

/

回

目 的

ストレスの解消 

安眠 

目覚め 

血圧降下 

足のむくみ解消 

美肌

入 ;合 法

40度以下のお湯に時闘をかけてゆっくりとつかる

38-何度くらいのぬるま湯に時間をかけてゆっくりつかる

42-43度のやや熱めの湯に短時間。シャワーもよい

38-40度のぬるま湯にゆっくりつかる

40度別後のややぬるめのたっぷりの湯にゆっくりと

新湯は避け， 38-40度くらいのぬるま湯につかる

効 果 ;主 意

局ぶっていた神経を落ちつかせ，リフックスさせる

からだの緊張がとれて，入眠に適した状態となる

興奮の神経が刺激され，心身の緊張が筒めうれる

熱い湯は瞬間的に血圧を上げるので避けるようにする

水圧の効果を利用してむくみを解消する

あまり熱い湯だと.肌が乾燥しやすい 
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. 意ください。

保険料の

納め忘れは

ありませんか?

何かと忙しい時期です。
主1â/j~lf湾t?二fタ (J 

出費もいろいろと多く芯り

ますが，国民年金の保険料

を納め忘れないようにご注

老齢年金を受けている方は，

扶養親族等申告書を提出しましょう。� 

178万� (65歳未満の人は108万円)以上の年金

を受けている人は，扶養親族等申告書を提出し

ましょう。

また，今までに保険料が

未納となっている期間につ

いても，できるだけ早めに� f ¥  

納めましょう。

国民年金の保険料は，確

定申告の際，全額社会保険

これは.支払われる年金から，適正な所得税が源泉徴収されるようにするためです。|料控除の対象となります。� 
申告書となるハガキは，社会保険庁からおくられてきますので，忘れ芯いように� |

提出しましょう。� .

-・言髪室主車通四J~・.... 
わが家では従来から青色申告を行っており，妻へ 専従者給与の場合には， 給与所得となりますので，

の給与は専従者給与として必要経費に算入してい 年間支給総額(給与と賞与の合言十)が1偲万円を超え

ます。農業者年金の加入に際して，家族経営協定に収益 ますと源泉税 を納付す る必要があります。� 

配分の事項を規定するとき ，その分配額は税申告にお ③ 贈与税の年間非課税限度額は60万円 までとな っ

ける専従者給与額に揃えなければ.いけないのですか。 ています。

また，収益の配分が行われた場合には，逆に贈与税が 妻が加入するときは.夫婦聞で所要の事項を盛
かかることはないでしょうか。それとも，その分配額に り込んだ家族経営協定カず締結されていることが.

応じて各々が別々に申告できることとなるのですか0 必要と聞きましたが，私たち夫婦2人だけでなく ，後

継者である長男やその嫁も含めて，家族経営協定を締� 

結しても加入資格は得られるのでしょうか0 

1・‘ .農地の権利名義を有しない妻が操業者年金の・..加入資格 を得るためには，夫婦合わせて� 1へク

・廼� 1 農業者年金の加入資格 を得るためには，委自・� zB 身が応分の収 分配 を受けている等経営者とし

て確認されることが必要です。ただ し，経営者である

かどうかを家族経営協定によ って確認する方法は，

あくまで農業者年金制度において採用して いるもの

であり ，税制上の経営者であるかどうかと 必ずしも一

致していま せん。

したがって， 一般的には，税制上は，従来どおり

総合諜税ととより ，配偶者については専従者控除等を

受けるのが一般的 と考えられます。� 

2. 家族経営協定に台ける収益の配分額は，税申告上

の専従者給与額に必ずしも揃 える 必要はありません

が， その額が専従者給与額(白色の場合には専従者

控除額)を大きく上回ると ，贈与税 が課せ られるこ

ともありますので，注意する 必要があります。なお，

事実上家計費なども併せて手渡す場合には，収益配

分とは別個 に行うようにしてください。� 

3. なお，現行税制上は，委への給与等についての税

申告は次のようにな っています。� 

① 	 白色申告の場合は，妻に係 る専従者控除額は86

万円(平成� 7年度から適用)です。� 

② 	 青色申告の場合は，萎など親族に対する専従者給

与は，労務の対価 として適正な金額であれば，全

額必要経要に算入することができます。ただし ，

ヲール(1人当たりで当然加入の規模以上の面積) 以

上の農地等 を保有し，かつ，家族経営協定の内容に以

下の� 3点が盛り込まれていることによりその者が実質

的な経営者として確認 されることが必要です。� 

① 	 その耕作または養畜の事業から生ずる収益が当該

被保険者等及びその配偶者に帰属することとさ れ

ていること。� 

② 	 その耕作または養畜の事業について当該被保険

者等及びその配偶者の合意に基づいて廃止 し， ま

たは縮ノト(経営移譲)することとさ れていること 。� 

③ 	 農業経営の規模，生産方式，経営管理の方法，

農業従事の態様，そ の他の農業経営に関する基本

的 な事項について，当該被保険者等及びその配偶

者の合意に基づいて決定することとされていること 。� 

2.この場合，家族経営協定に誰が参加するかについ

ては特段の制限はなく ，必ずしも失と妻のみで協定

を締結する 必要はありません。

したがって，後継者やその嫁 が参加 している家族

経営協定でも ，上記の要件 が満たされて いれば，妻

も加入資格 が得られ ます。
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⑫⑨ 
心配ごと相談

-日時 12月5日働
 

12月12日働
 
12月19日働
 

12月26日働

-時間


午前10時~午後� 3時


・内容

人権・行政・厚生・福祉

・場所

住民福祉センタ� -2階

i-受…りま川崎叶


町役場窓口業務のご案内

急ぐ用件・手続きは早目に f

年末年始の役場の事務は，� 12月� 

27日から来年の� 1月4固まで休み

ます。

この休み期間中は，当直者が死

亡届，出生届，婚姻届等は受け付

けいたしますが，印鑑証明書や戸

籍の写しの交付などの事務は取り

扱いをいたしません。

あわただしい年の瀬の仕事やお

正月の準備などでつい大事な書類，

届出，登録も忘れがちになります。

急ぐ用件，手続きなどは早めに済

ませてください。

〉
¥-../ 

自衛官等募集案内
 
募集種目 資 格 受付期間� 試験時期�  

中学卒業� (見込 11月4日~ 1次� 10年� 1月5日� 

自衛隊生徒 み合む) 17歳未 10年1月4日 2次� 

満の男子 10年 1 月 21 日 ~25 日

2等陸 ・ 18歳以上� 年聞を通じて行

海・空士 27歳未満の男子� っております。
受付時に指定します

お問い合わせは

勝浦町役場住民福祉課� 

n08854-2 -2511 

小松島分駐所� (航空隊内) 

n08853-8 -1981 

12月� 1日 勝浦病 院�  2-2555 

12月� 3日 上勝第2診療所� 5-0152 

12月� 5日 勝浦病院�  2-2555 

12月⑦日 山西医院�  2-3027 

12月� 9日 勝浦病院�  2-2555 

12月11日 湯浅医 院�  2-2003 

12月13日 勝浦病院�  2-2555 

12月15日 赤岩医 院�  2-2006 

12月17日 勝浦病院�  2-2555 

12月19日 上勝診療所� 6-0302 

12月⑫日 勝浦病 院�  2-2555 

12月⑫日 上勝第2診療所� 5-0152 

12月25日 勝浦病 院�  2-2555 

12月27日 山西医院�  2-3027 

12月29日 勝浦病院�  2-2555 

12月31日 湯浅医 院�  2-2003 

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで 問い合わせください。� ※日程が例月とは異な っている講座があり

休日 午後� 7時から翌朝� 9時まで ますので，ご注意ください。

圏

I 
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